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仙
台
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ド
ゥ
ワ
デ
ィ
・
バ
ワ
ニ
さ
ん

在
住
外
国
人
を
担
い
手
に

多
く
が
避
難
所
知
ら
な
い

東
日
本
大
震
災
の
発
生
時
、
仙

台
市
内
の
百
貨
店
の
７
階
に
い

た
。
来
日
４
年
目
で
日
本
語
が
不

自
由
だ
っ
た
。
初
め
て
経
験
す
る

大
き
な
揺
れ
に
「
今
日
が
人
生
の

終
わ
り
」
と
思
い
、
ひ
ど
く
泣
い

た
。
従
業
員
に
外
に
誘
導
し
て
も

ら
い
、
子
ど
も
た
ち
の
通
う
小
学

校
へ
急
い
だ
。

避
難
所
の
こ
と
は
知
ら
な
か
っ

た
。
小
学
校
に
着
く
と
、
多
く

の
人
が
集
ま
っ
て
い
た
。
教
員
か

ら
「
怖
か
っ
た
ら
泊
ま
っ
て
い
っ

て
い
い
で
す
よ
」
と
言
わ
れ
、
ル

ー
ル
が
分
か
ら
な
い
中
、
見
よ

う
見
ま
ね
で
過
ご
し
た
。
日
本

人
と
一
緒
に
い
ら
れ
て
安
心
し

た
。避

難
所
で
は
、
文
化
の
違
い
を

感
じ
た
。
「
自
由
に
お
取
り
く
だ

さ
い
」
と
書
い
て
い
た
ら
、
日
本

人
は
一
人
１
個
と
考
え
る
が
、
ネ

パ
ー
ル
人
は
何
個
も
持
ち
帰
っ
て

い
い
と
思
う
。
日
本
で
言
う
「
空

気
を
読
む
」
こ
と
も
苦
手
だ
。
日

本
の
文
化
を
知
ら
な
い
外
国
人
に

は
、
は
っ
き
り
言
わ
な
い
と
分
か

ら
な
い
と
思
う
。

震
災
の
時
は
ネ
パ
ー
ル
人
同
士

集
ま
っ
て
も
、
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
少
し
は
日
本

語
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
、
せ

ん
だ
い
外
国
人
防
災
リ
ー
ダ
ー
の

研
修
を
受
け
た
。
仙
台
市
内
で
暮

ら
す
ネ
パ
ー
ル
人
は
増
え
て
い

て
、
３
０
０
０
人
ぐ
ら
い
い
る
。

ネ
パ
ー
ル
人
の
友
人
た
ち
を
研
修

に
誘
っ
て
、
情
報
発
信
で
き
る
人

を
増
や
し
て
い
る
。

も
し
自
分
が
旅
行
先
で
被
災
し

た
ら
、
安
全
な
場
所
と
正
し
い
情

報
を
求
め
る
だ
ろ
う
。
無
料
で
使

え
る
公
衆
電
話
も
あ
る
と
あ
り
が

た
い
。東
日
本
大
震
災
の
と
き
は
、

家
族
と
連
絡
が
と
る
こ
と
が
で
き

て
助
か
っ
た
。

異
な
る
国
で
暮
ら
す
外
国
人
に

と
っ
て
三
つ
の
壁
が
あ
る
。
一
つ

は
言
葉
の
壁
。
旅
行
で
日
本
を
訪

れ
る
人
に
は
大
き
な
壁
に
な
る
。

次
に
制
度
や
文
化
の
壁
。
バ
ワ
ニ

さ
ん
も
日
本
に
４
年
ほ
ど
住
ん
で

い
た
が
避
難
所
を
知
ら
な
か
っ

た
。最

後
は
心
の
壁
。
日
本
人
は
暗

黙
の
了
解
や
曖
昧
な
表
現
が
多

い
。
日
本
人
同
士
で
は
当
た
り
前

の
た
め
、
外
国
人
が
分
か
ら
な
い

と
い
う
こ
と
に
気
付
き
に
く
い
。

そ
う
い
っ
た
壁
が
震
災
で
は
情

報
不
足
に
よ
る
不
安
と
混
乱
に
つ

な
が
っ
た
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
断

絶
や
物
資
不
足
で
、
外
国
人
は
買

い
物
が
日
本
人
以
上
に
大
変
だ
っ

た
。
避
難
所
に
行
っ
て
も
、
文
化

の
違
い
か
ら
摩
擦
が
生
じ
た
。

協
会
は
当
時
、
仙
台
市
多
言
語

支
援
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
、
多
言

語
で
情
報
を
発
信
し
た
り
、
避
難

所
を
巡
回
し
て
相
談
業
務
を
行
っ

た
り
し
た
。

震
災
の
経
験
や
教
訓
を
踏
ま
え

て
、
せ
ん
だ
い
外
国
人
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
在
住
外
国
人
に
防
災
知
識
を

学
ん
で
も
ら
い
、
同
郷
の
人
た
ち

に
情
報
発
信
し
た
り
、
地
域
の
防

災
訓
練
に
参
加
し
た
り
し
て
い

る
。
街
歩
き
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ

て
い
る
。
謎
解
き
を
し
な
が
ら
、

危
険
な
場
所
や
避
難
所
を
覚
え
て

も
ら
う
。

災
害
時
の
訪
日
客
の
問
題
は
交

通
の
遮
断
だ
と
思
う
。
被
災
地
の

外
に
移
動
さ
せ
る
具
体
的
な
方
法

を
考
え
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

松
本
市
は
ホ
テ
ル
や
い
ろ
ん
な
と

こ
ろ
で
外
国
人
が
働
い
て
い
る
。

語
学
力
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
議

論
に
も
参
加
す
る
。
も
っ
と
外
国

人
の
力
を
借
り
れ
ば
い
い
と
思

う
。

炊き出し体験 備え万全

む
す
び
塾
の
開
催
に
合
わ
せ
て

長
野
県
松
本
市
の
信
毎
メ
デ
ィ
ア

ガ
ー
デ
ン
で

月

日
、
全
国
の

被
災
地
で
活
動
す
る
「
松
本
市
炊

き
出
し
隊

み
ら
い
」
に
よ
る
炊

き
出
し
体
験
会
や
、
防
災
グ
ッ
ズ

を
販
売
す
る
企
業
の
商
品
展
示
も

あ
っ
た
。

炊
き
出
し
体
験
会
は
被
災
し
て

電
気
が
止
ま
り
、
冷
蔵
庫
に
残
っ

た
食
べ
物
を
使
っ
て
調
理
を
す
る

設
定
で
行
っ
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
煮

込
み
ハ
ン
バ
ー
グ
、
オ
ム
レ
ツ
、

コ
ン
ソ
メ
ス
ー
プ
な
ど
。
そ
れ
ぞ

れ
具
材
と
調
味
料
を
ポ
リ
袋
に
入

れ
て
口
を
縛
り
、
大
鍋
で
沸
か
し

た
お
湯
に
入
れ
て
加
熱
し
た
。

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
組
み
立
て

体
験
、
災
害
時
に
飲
料
水
や
生
活

用
水
を
確
保
す
る
た
め
の
非
常
用

浄
水
器
の
実
演
な
ど
も
行
わ
れ

た
。

「
炊
き
出
し
隊
」
の
防
災
食
づ
く
り
を
体
験
す
る
参
加
者
ら
‖
11
月
29
日
、
松
本
市

松
本
城
周
辺
は
多
く
の
訪
日
客
が
い

る
。
突
然
の
大
地
震
が
起
き
た
ら
、
彼
ら

は
ど
こ
へ
逃
げ
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
ず
途

方
に
暮
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。ま
ず
は「
何

か
あ
っ
た
ら
こ
こ
へ
」
と
い
う
情
報
を
、

多
言
語
の
チ
ラ
シ
で
配
る
な
ど
し
て
事
前

に
伝
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

た
く
さ
ん
の
人
数
を
受
け
入
れ
る
に

は
、
市
指
定
の
避
難
所
だ
け
で
は
足
り

な
い
。
民
間
ビ
ル
を
含
め
、
も
っ
と
幅
広

く
柔
軟
に
設
定
す
べ
き
だ
。
言
葉
の
壁
を

越
え
て
情
報
を
伝
え
、
避
難
後
の
ケ
ア
を

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
も
、
も

っ
と
本
腰
を
入
れ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。外

国
人
だ
け
で
な
く
、
「
住
ん
で
い
な

い
人
」
を
ど
う
守
る
か
と
い
う
視
点
が
大

切
だ
。
避
難
場
所
へ
の
誘
導
と
、
そ
の
後

の
水
や
食
料
、
情
報
、
暖
か
さ
の
確
保
な

ど
。
今
日
、
ア
イ
デ
ア
が
た
く
さ
ん
出
た

の
で
、
で
き
る
こ
と
か
ら
ど
ん
ど
ん
や
る

し
か
な
い
。

以
前
、
防
災
対
策
を
監
修
し
た
ホ
テ
ル

で
は
平
日
の
日
中
、
火
災
や
津
波
避
難
の

訓
練
を
行
っ
て
い
た

宿
泊
客
に
も

興
味

が
あ
っ
た
ら
ど
う
ぞ
」
と
声
を
掛
け
た
。

部
屋
に
置
く
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
「
防
災
」

と
い
う
言
葉
は
使
わ
ず
、
カ
ラ
フ
ル
な
イ

ラ
ス
ト
を
多
様
し

ま
ず

面
白
そ
う

と

手
に
取
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
工
夫
を
し

た
災
害
時
、
訪
日
客
は
国
や
自
治
体
の
情

報
を
求
め
る
。
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
で

は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
流
れ

る
中
、
ど
こ
で
正
し
い
情
報
が
得
ら
れ
る

か
、
困
っ
て
い
た
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
使
っ

て
な
い
国
も
あ
る
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
誘

導
す
る
際
、
気
を
付
け
た
い
。

私
は
三
宅
島
の
出
身
で
、
噴
火
災
害
を

経
験
し
た
。
故
郷
で
は
今
、
若
者
た
ち
が

災
害
と
観
光
を
セ
ッ
ト
に
し
た
新
し
い
観

光
案
内
を
始
め
て
い
る
。
松
本
で
も
自
然

の
恵
み
と
合
わ
せ
て
、
災
害
を
伝
え
る
ガ

イ
ド
を
考
え
て
ほ
し
い
。

住
民
以
外
も
守
る
視
点
を

防
災
と
観
光
組
み
合
わ
せ
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防
災
用
品
の
展
示
や
実
演
も
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長野県松本市は県の中央部に位置する人

口約 万人（ 月１日現在）の中核市。上

高地や北アルプスといった雄大な自然や、

国宝の松本城や旧開智学校などに代表され

る歴史的な街並みが人気を集め、近年イン

バウンド（訪日客）が増加している。

市によると、2024年に松本城を訪れた外

国人入場者は 万1748人で、前年比 ％増

となり 年の統計開始以来最多。 年の外

国人入場者は９万2539人で、 年でほぼ２

倍に増加した。

一方、松本市はたびたび大きな地震が発

生している。 年６月に発生した地震では

最大震度５強を観測。１人が死亡し、 人

が負傷した。 年 月には長野市などで最

大震度６弱を観測する地震が発生。松本市

では震度４を観測している。

松本市は新潟県糸魚川市から諏訪湖を通

って静岡県に抜ける「糸魚川―静岡構造線

断層帯」の中北部区間に当たる。国の調査

では今後 年以内に ～ ％の確率で地震

が発生するとされ、松本地域は最大震度６

強から７を想定。市では最大1010人の死者

が出ると試算している。

大雨で浸水被害や土砂崩落も発生してい

る。 年の台風 号や、翌 年の７月の豪

雨では市内全域に大雨特別警報を発表。い

ずれも上高地で総降水量300㍉を超えた。

歴史薫る城下町

地震や大雨経験も

松本城と松本市中心部

長
野
・
松
本

訪
日
客
増
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